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目的

アルテミアの効率的な生産技術の開発を行うとともに，

イセエビ幼生に投与するアルテミアの好適な投与条件の

検討，アルテミアの浄化法の検討を行い，イセエビ幼生

の成長と生残の向上，および飼育の効率化を図る。

１．アルテミアの安定培養技術の開発

方法

成長段階が異なるアルテミアを水道水へ 0～3 時間浸

漬し，アルテミアの成長に伴う水道水浴への耐性の変化

を調査した。また，毎日および 1 週間に 1～2 回の頻度で

2 時間の水道水浴を施して培養したアルテミアと，施さ

ないで培養したアルテミアの外観の違いなどを観察し，

水道水浴による培養安定化のメカニズムを検討した。

結果および考察

ふ化直後のアルテミアは 3時間の浸漬で遊泳を停止し，

若干悪影響が見られたが，へい死するまでには至らず，

いずれの成長段階でも水道水への浸漬によってアルテミ

アの生残に影響を及ぼすことはなかった。

水道水浴の頻度を違えて培養したアルテミアでは，水

道水浴の頻度が高いほど体表に付着する糸状細菌は少な

く，毎日水道水浴を行ったアルテミアには糸状細菌はほ

とんど付着していなかった（図 1）。アルテミアの生残

率についても，水道水浴の頻度が高いほど大きい傾向が

見られた。

以上のことから，水道水浴の頻度が高いほど糸状細菌

などの付着が少なく，このため培養が安定すると考えら

れた。好適な水道水浴処理の方法としては，1 日あたり 2

～3 時間程度で，1 週間に 2 回以上と判断された。

2. イセエビ幼生へのアルテミア給餌条件とアルテミア

利用状況の把握

方法

1)アルテミア給餌条件の把握

①体長 8～10mm のイセエビ幼生へ 3.4，5.1，7.4mm のア

ルテミアを単独で給餌して 1 ヶ月間飼育し，各条件で

飼育した幼生の成長と生残を比較した。

②体長 10～15mm のイセエビ幼生へ 7mm のアルテミア

を 3 段階の給餌密度（0.01，0.03，0.06 個体/mL）で給

餌して 2 ヶ月間飼育し，各条件で飼育した幼生の成長，

生残を比較した。

③体長 14～20mm のイセエビ幼生をアルテミアとイガイ

の単独給餌および併用給餌で 2 ヶ月間飼育し，各条件

で飼育した幼生の成長，生残を比較した。

2)幼生による餌料利用状況の把握

①アルテミア及びイガイを単独で給餌して中期幼生（体

長10mm）を飼育し，窒素安定同位体比（δ15N）の変化

を追跡することで，それぞれの餌料を摂餌した時の幼

生の15N濃縮係数を算定した。

②40L水槽で飼育しているイセエビ幼生によるアルテミ

アとイガイの利用状況を調査するために，日令55から1
53までの間で1ヶ月間隔で幼生をサンプリングし，δ15

Nを測定した。イセエビ幼生の測定時には，給餌する

餌料も同時にサンプリングし，δ15Nを測定した。

結果および考察

1)アルテミア給餌条件の把握

①実験終了時の各実験区の生残率は，最も小さなアルテ

ミア（体長 3.4mm）を投与した実験区で低い傾向が見

られた。体長については，5.1mm のアルテミアを投与

した群で大きく，3.4mm のアルテミアを投与した群の

で小さい傾向が見られた。したがって，体長 8～10mm

程度の幼生へ給餌するアルテミアの好適な大きさは

5mm 程度と判断された。

②実験終了時のイセエビ幼生の生残率は，給餌密度の違

いによる差は認められなかったが，体長では給餌密度

が大きいほど大きくなる傾向が見られた（図 2）。し

たがって，生残に関してはアルテミア給餌密度の影響
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図 1. アルテミアの水道水浴の頻度と体表の糸状細

菌数の関係（レベル 0 で最も糸状細菌が少なく，レ

ベル数が大きくなると多くなる）






